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持った品種の F2 集団および F3 系統を用いて裂皮発生の QTL（量的形質遺伝子座）解析を行った。その結果、




トインブレッドライン（F6 および F7 系統）を圃場栽培し、摘莢処理によって裂皮の発生を促した。裂皮の
発生程度を種子ごとに調査して各系統の抵抗性を評価した、。そして、DNAマーカーによって難裂皮性の
QTL解析を行った。摘莢裂皮に関しては、2個の QTL（cr1 と cr2）が、それぞれ D1b連鎖群と M連鎖群に
見いだされた。 cr1 は、SSRマーカーの Satt216 の近傍に認められ、F6 世代と F7 世代で再現性が認められた。 
cr2 は F6 世代のみで検出され、F7 世代では検出されなかった。 Satt216 を指標にしたヘテロ個体の反復自殖
によって、cr1 に関する準同質遺伝子系統を育成した。準同質遺伝子系統間では、裂皮程度には顕著な差異
が認められ、QTLの存在が確認された。一方、準同質遺伝子系統間では、早晩性や子実重、100 粒重などの
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の難裂皮性を支配する QTLは、Ⅰ型裂皮やⅡ型裂皮を支配する QTLや低温裂皮を支配する QTLとも異なっ
た場所に見いだされ、裂皮発生の遺伝機構は複雑であることが明らかになった。
　くすみ発生の遺伝分析に関しては、褐毛白目系統の中でくすみ発生の甚だしい系統「0734-BW1」とくす








審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では、DNAマーカーを利用して、大豆種子の外観品質を左右する裂皮およびくすみ発生の遺伝的
基礎を明らかにした。まず、環境要因によらずに発生する遺伝的な網目状裂皮を支配する 2個の QTLを C1
連鎖群上に見いだした。環境要因によって発生する裂皮に関しては、難裂皮性品種「エンレイ」より、年次
間で再現性のある QTLを D1b連鎖群上に見いだした。そして、準同質遺伝子系統を育成して QTLの効果を
確認するとともに、その QTLが早晩性・粒大とは無関係であることを明らかにし、近傍のマーカーを用い
ることにより、早晩性や粒大を変えずに難裂皮性のみを向上できることを明らかにした。さらに、くすみ発
生を支配する QTLを見いだし、マーカー選抜によって褐毛白目で種皮のきれいな品種が育成できることを
明らかにした。以上のように、本研究は大豆の外観品質向上のための育種法の開発のみならず、種子の品質
形成に関する生理研究のための重要な基礎資料となる。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
